
業務名 ： 国営造成水利施設ストックマネジメント推進　最上川中流地区用地調査業務

調査の対象となった業者名 ： 株式会社中央測量設計

調査項目 内　　容

１．当該価格により入札した理由

　(株) 中央測量設計（以下「応札者」という。）は、現時点において契約金
額500万円以上の手持ち業務が０件であり、近々に手持ち業務を確保す
る必要があった。
　応札者は、本業務の入札に当たり、社内で検討した結果、現在の技術
者の体制で作業を効率的に進めることができると判断し、品質確保を大
前提としつつ、積算上の諸経費を企業努力により極力削減して入札を
行った。
　なお、品質確保が大前提であり、必要な人員配置による業務実施体制
は確保されていることを確認した。

２．入札価格の内訳書、内訳書に
対する明細書

　「直接測量費」は、積算の参考として示している歩掛のうち地図の転写
において測量技師補（内業）0.36人、測量技師補（外業）0.3人、測量助手
（内業）0.36人、測量助手（外業）0.3人、転写連続図の作成では測量技師
補（内業）0.4人、測量助手（内業）0.4人で作業が可能との判断であること
を確認した。
　なお、直接測量費として予定価格12，003千円の91％が確保されてい
る。
　「諸経費」は、調査基準価格を算出する際の割合48％を乗じたものに上
乗せをして50％で算出しており、企業運営が可能な額を計上している旨
確認した。

３．当該業務の履行体制
　業務実施体制は、管理技術者、担当技術者（６名）の計７名体制とし、
全て自社の正社員を充てることを確認した。

４．配置予定技術者名簿
　本業務に携わる技術者の要件である資格ついては、登録証明書の写し
により確認した。

５．手持ちの建設コンサルタント業
務等の状況

　契約金額500万円以上の手持ち業務としては、０件であり余裕があるこ
とを確認した。

６．手持ち機械等の状況
　本業務で必要な測量機器について、応札者が所有していることを確認
した。

７．過去において受注・履行した同
種又は類似の業務の名称及び発
注者

　管理技術者及び担当技術者７名全員が、国または県の業務経験があ
ることを確認した。

８．当該業務の品質確保計画の内
容

　作業が計画通り進んでいるか進捗状況をチェックし、今回資料として提
出のあった「当該業務の品質確保計画」に則って、成果品質の確保に努
めることを確認した。

９．決算報告書

　直前３年間の決算報告書（貸借対照表、損益計算書等）により確認した
ところ、２期連続純損失を計上しているが、原因が一過性である特別損
失及び寄付金の発生によるものであること、直近の決算報告書では純利
益が計上されていることから、経営上問題ないものと判断する。

低入札価格調査の実施概要


